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  Abstract:  A workshop on “Heterogeneous structure and dynamics of the Earth’s 
interior viewed from polar regions” was held on 2nd-3rd February 2006, at the National 
Institute of Polar Research with 32 participants.  The meeting provided the opportunity 
to exchange valuable information involving solid Earth studies around the polar region, 
followed by a discussion about future plans.  The first section of the workshop covered 
the present status of scientific results, such as insights of the inner structure and dynamics 
of the Earth viewed from high latitude.  Significant results concerning the heterogeneous 
structure were demonstrated from the depths ranging from the deep interior of the Earth to 
the upper mantle and overlying crust.  Several remarkable topics concerning the Sumatra 
Earthquake on December 2004, were also presented involving seismic activity of the 
Antarctic Plate, free oscillation of the Earth, Tsunami waves, dynamic triggering, and so 
on.  The second section of the workshop treated future plans both for the development 
of new analytical methods and for observations in the polar regions.  Multidisciplinary 
studies, moreover, were proposed for the Antarctica including high-density super-
conducting gravimetric network, infrasonic observations, high sampling GPS recording, 
ice-quake monitoring, etc.  Finally, several international activities in Eastern Dronning 
Maud Land were discussed with regard to the International Polar Year (IPY) in 2007-2008.  














1.　は じ め に






























Table 1.  Program of workshop   “Heterogeneous structure and dynamics of the Earth’s interior viewed  
from polar regions”.
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は深さ約 100 km を境に急減する（いわゆる D-line）．この D-line より西側ではスラブからの
脱水反応により火山フロントが形成され，今後マントルウェッジ内の弾性的特性や化学組成
を詳しく調べる重要性が示唆された．

















告があった（10．小巻講演）．周期 1055.4 秒のコアモード 2S2 は，地球標準モデル（PREM）
から予測される理論周期（1045-1050 秒）よりもやや長い．このことは，内核の S 波速度が











































2 日目は，国際極年 2007-2008 に関連した計画や，将来の地球物理学的各種探査につい
て展望が示された．昭和基地を含む既存の国際デジタル地震観測網（Federation of Digital 


























の統括機関であるアメリカの Incorporated Research Institute of Seismology（IRIS）から，新規
観測点の設置に関する打診が極地研究所にあったことが紹介された．設営的にも長年にわた
り観測点を維持することは極めて難しいと思われるが，ドーム基地での新たな観測点の展開
が期待されている天文・気象など他分野の計画とリンクして，地震等の観測点の設置が進め
られることが考えられる．
総合討論では，これら一連の科学的成果を踏まえ，今後の両極域での固体地球科学研究推
進のための取り組み方について意見交換を行った．南極現地での観測計画以外にも，極地研
究所による各種共同研究（一般，及びプロジェクト）への取り組み方に関して，現状につい
ての補足説明を交え具体的に検討した．
地球内部を通過してきた様々な波長（周波数）の地震波形・走時データを利用して，極
域を中心とした観測点と震源の組み合わせにより総合的に地球内部構造の解析を進めること
で，地球中心核～表層部の様々な時空間スケールの不均質構造が検知できると期待される．
また，地球進化史に関連した静的な内部構造のみならず，発震メカニズムの解明やプレート
内部変形，氷床後退に伴う地殻変動，さらには地震波異方性の走向をプレート運動と比較す
るなど，現在の地球表層環境に関するダイナミクスが理解されるであろう．さらに，極域の
定常観測点からインターネット等を通じてグローバル観測網へ迅速に貢献することで，固体
地球の変動現象のリアルタイムモニタリングが可能になり，汎地球規模での防災予知にも役
立つことが期待される．
3.　ま　と　め
グローバル地球科学におけるフロンティアの一つとしての両極域から，地球深部の静的・
動的構造を視る重要性についての再認識を行い，将来の両極域での科学的研究の進展につい
て意見交換を十分に行うことが出来たと言える．また，これまで個別に観測研究を行ってき
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た研究者同士がお互いの現状を把握し，今後の共同研究の足がかりを模索することができた
といえる．今後は，今回の集会参加者以外の固体地球に関する幅広い学問分野の研究者を交
え，引き続き科学的成果と調査研究の推進のための情報交換の場を持つことが大切であると
思われる．さらに国際極年 2007-2008 を契機にして，地球表層の環境変動をリアルタイムで
検知しつつ，極域からみた地球進化史解明のためにも，国際共同研究をさらに推進すること
が望まれる．
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